
6250

12500

18750

25000

将
来
に
わ
た
っ
て

全
て
の
世
代
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
施政方針とは、市長が各年度におい
て、市政運営の基本方針や主な施策
の方向性を示すものです。 今月号
は、新年度の施政方針（概要）につ
いて、飯山市の予算と主な事業・支
援とともにお伝えします。
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クローズアップ 令和４年度 施政方針

令和4年度

予算の概要

予算総額は、一般会計で153億4千万円、前年度比11億5,000万円、8.1％の増です。歳入は、市
税を前年度比1億3,200万円、5.8％増の23億9,000万円、地方交付税を前年度比3億5,000万円、
6.8%増の54億7,000万円を計上し、ふるさと納税などの基金の活用、市債等で歳入確保をしました。

（注）端数処理により合計と内訳が一致しない場合があります

会　計　名 予算額 前年度比 会　計　名 予算額 前年度比
公共下水道事業特別会計 12億9,859万円 11.8％⇧ 介 護 保 険 特 別 会 計 29億5,359万円 0.5％⇧
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 22億6,490万円 1.1％⬇ ケーブルテレビ事業特別会計 2億4,029万円 1.7％⇧
特 定 環 境 保 全
公共下水道事業特別会計 3億7,997万円 10.2％⇧ 後期高齢者医療特別会計 2億7,022万円 0.4％⬇

福祉企業センター特別会計 4,939万円 20.8％⇧ 駐 車 場 事 業 特 別 会 計 6,344万円 2.9％⇧
簡 易 水 道 特 別 会 計 4,644万円 29.2％⇧ 水 道 事 業 会 計 10億3,206万円 8.2％⇧
農業集落排水事業特別会計 2億4,783万円 2.5％⬇

特別会計等の予算額

歳出
一般会計予算総額 153億4,000万円

25   26   27　28　29   30　31   02   03　04
（平成・令和年度）

予算の推移（一般会計当初）予算款別 予算額 前年度比
議 会 費 1億2,260万円 1.5％  ⇧
総 務 費 24億5,826万円 1.8％ ⇧
民 生 費 32億4,544万円 1.6％ ⇧ 
衛 生 費 12億   597万円 25.9％ ⇧
労 働 費 2,079万円 4.5％ ⬇
農林水産業費 6億    846万円 15.6％ ⬇
商 工 費 18億6,516万円 80.6％ ⇧

予算款別 予算額 前年度比
土 木 費 22億8,666万円 5.5％ ⬇
消 防 費 4億6,225万円 16.2％ ⬇ 
教 育 費 13億   101万円 14.7％ ⇧ 
災害復旧費 200万円 42.9％ ⇧
公 債 費 17億5,641万円 9.0％ ⇧
予 備 費 500万円 0％ ➡
歳出合計 153億4,000万円 8.1％⇧ 
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。
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施政方針とは、市長が各年度におい
て、市政運営の基本方針や主な施策
の方向性を示すものです。 今月号
は、新年度の施政方針（概要）につ
いて、飯山市の予算と主な事業・支
援とともにお伝えします。
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子どもから高齢者まで安心して暮らせるまち

第５次総合計画後期基本計画では、「自然と共生する豊かな暮らし『技と縁のまち飯山』」の実現を目指す
ため、総合的な行政分野の方向性を６つの分野ごとに定めています。この６分野ごとに特徴的な事業を抜
粋して掲載しました。

令和4年度

事業市の
主な

▼公共交通　　　1億700万円（1億 1,200万円）
　　◎公共交通運行事業              9,698万円（1億 106万円）
　★　二次交通展開事業                　 995万円（1,087万円）

▼国際交流・姉妹都市交流  1,000万円（900万円）
　　　国際交流事業         569万円（   562万円）
　　◎都市交流推進事業        451万円（   350万円）

高速交通網による交流の促進
▼観光振興　　10億 6,600 万円（4億 100万円） 
　★◎道の駅拡張整備事業     8億5,935万円（1億2,500万円）
　★　広域観光推進事業      2,186万円（2,150万円）
　★◎観光交流センター等運営事業    9,586万円（4,205万円）
　★　宿泊施設等整備補助事業   　       250万円（   250万円）
　　　観光施設整備事業    　　　　    1,774万円（1,195万円）
　　　誘客宣伝観光振興事業      1,394万円（1,387万円）
　★◎自転車活用推進事業         1,454万円（  732万円）
　★　かわまちづくり事業                    385万円（  380万円）

▼人権・男女共同参画　     200 万円（200万円） 
　　◎人権同和教育推進事業        167万円（   136万円）
　　　男女共同参画推進事業          35万円（     36万円）

▼生涯学習・芸術文化・スポーツ振興
8,500万円（1億 6,700円） 

　　　文化的景観保護推進事業             291万円（2,931万円）
　　◎ジュニアスポーツ振興事業         998万円（   857万円）
　　　体育施設整備事業                   2,627万円（4,900万円）
　　◎第82回国民スポーツ大会開催事業 320万円（     30万円）

たくましさと郷土愛を育てる教育
▼飯山らしい教育の推進

　3億 7,500万円（1億 5,700万円）
　★◎新たな小学校づくり事業      　1億852万円（1,297万円）
　★　学力向上総合対策事業     2,150万円（2,168万円）
　★◎英語教育推進事業       2,641万円（2,814万円）
　★◎小中学校 ICT教育推進事業       4,043万円（1,359万円）
　　◎平和学習事業        628万円（     83万円）
　★　高校生チャレンジ支援事業          30万円（     30万円）
　　●スクールバス整備事業             3,050万円（      -      ）新

▼地域福祉・高齢者・障がい者福祉・介護
　1億 3,900万円（1億 3,500万円）

　★　高齢者生きがい対策事業          2,599万円（2,404万円）
　　●新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金支給事業  
　    　   351万円 (    -      )
　　●福祉企業センター施設整備事業 （特会）480万円 (    -      )
　　●要介護認定システム更新事業 （特会）　　  150万円 (    -      )

▼健康づくり　1億 9,200万円（1億 1,900万円）
　★　健康増進事業       2,545万円（2,699万円）
　★　市民健康診査事業       1,400万円（1,381万円）
　★●飯山市健康増進施設整備事業補助事業  6,500万円 ( - )

▼子育て支援　6億 3,300万円（6億 3,000万円）
　★　医療給付事業               1 億 1,711万円（1億 2,139万円）
　★◎母子保健事業       　　　　　　4,038万円（4,169万円）
　★　幼児教育無償化事業  　　 　    　　 674万円（  829万円）
　　　子ども家庭総合支援拠点設置事業 1,185万円（1,151万円）
　★●城北中学校区統合小学校児童クラブ整備事業       
                                                  　341万円（      -      ）

新

新

新

新

▼産業技術支援　　　 2,700 万円（2,800万円） 
　★　起業支援ネットワーク推進事業 1,044万円（1,008万円）
　★　職人技能後継者育成支援事業       480万円（   600万円）

▼移住定住・住宅　　7,300万円（4億 200万円）
　★　定住支援事業        　　　　723万円（        737万円）
　★　移住支援事業        　　  1,860万円（    2,030万円）
　★◎移住・定住推進事業   　    　1,350万円（ 　  654万円）
　★　結婚新生活支援事業      150万円（      300万円）

▼商工業振興　5億 6,200万円（5億 8,900万円）
　　　商工業振興事業   675万円（   656万円）
　　　伝統産業振興事業      273万円（   281万円）
　★　企業誘致対策事業        959万円（1,988万円）
　★　飯山市企業誘致・移住支援事業 　730万円（   940万円）

▼農業振興　　2億 9,300万円（2億 7,500万円）
　★◎新規就農総合支援事業             2,920万円（2,497万円）
　★　農業振興対策事業      　　　　　  750万円（1,021万円）
　　　中山間地域等直接支払い事業   8,163万円（ 8,318万円）
　★◎遊休荒廃農地対策事業             　 206万円（  168万円）
　　◎経営所得安定対策等推進事業      1,514万円（  528万円）
　★◎米ブランド化推進事業             　 146万円（    68万円）

地 域 産 業 お こしと 若 者 定 住

▼活力あるふるさとづくり・その他
　11億 200万円（10億 4,300 万円）

　　◎ふるさと寄附金推進事業    7億5,100万円（7億5,000万円）
　　　輝く地域づくり支援事業   250万円（      300万円）
　　　地域おこし協力隊事業 　　　　　  2,816万円（2,841万円）
　　　コミュニティ助成・地域活動助成事業  
      　990万円（  540万円 )
　　●持続可能な集落活動事業    　　2,000万円（      -      ）
　　●議場マイク設備更新事業 　          310万円（      -      ）
　　●参議院議員通常選挙執行事業    1,681万円（      -      ）
　　●長野県知事選挙執行事業        1,688万円（      -      ）
　　●市長選挙・市議会議員選挙執行事業  
         　　　　　　　　  3,887万円（      -      ）
　　●長野県議会議員選挙執行事業  　    511万円（      -      ）
　　●ＤＸシステム整備事業    　　   1,906万円（      -      ）

新

新

新

新

新

新

新

クローズアップ 令和４年度 施政方針

    ◎  拡充等
（特会） 特別会計

 ★  後期基本計画での重点目標に該当する事業
 ●  新規事業新

▼情報化と情報発信　   3,300 万円（2,800万円）  
　　　Ｗｉ－Ｆｉ環境整備事業         61万円（   60万円）

▼産業連携・自然景観　4,600 万円（3,100 万円）
　★　菜の花の里づくり事業     941万円（1,380万円）
　★◎まち並整備事業      2,300万円（   476万円）

▼環境保全　　1億 9,600万円（1億 5,400万円）
　　◎環境調査美化推進事業        900万円（   680万円）
　　　岳北広域分担金（衛生費）   1億 4,176万円（1億1,264万円）
　　　環境･ごみ減量･再資源化推進事業  272万円（328万円）
　　　リサイクル推進事業     2,933万円（3,133万円）
　★●環境保全・SDGsマインド推進事業  　100万円（    -    ）
　★●カーボンニュートラル推進事業      1,177万円（    -    ）

▼克雪・利雪・自然エネルギー
　7億 8,500万円（7億 3,700万円）

　　　除雪機械整備事業   4,852万円（4,927万円）
　　　除雪対策事業    7 億 2,000万円（6億7,000万円）
　★◎高齢者等玄関先除雪支援事業      757万円（   629万円）
　★　住宅屋根克雪化事業        497万円（   650万円）
　★　自然エネルギー活用事業       69万円（   152万円）

自然共生による新しい価値観の発信

新

新

▼まちの玄関・顔づくり・土地利用と環境
　1億 2,100万円（1,000万円）

　　◎都市計画環境整備事業    1,190万円（   665万円）
　★●飯山駅周辺地区宿泊施設整備事業補助事業    1億円（ - ）

▼上下水道整備2億4,800万円（1億5,000万円）
　　　市単公共下水道事業（飯山） （特会） 1,095万円（   530万円）
●公共下水道耐震化事業 （特会）　    7,000万円 (      -      )
●終末処理場再生可能エネルギー導入事業 （特会）  

                                                  195万円 (      -      )
　   　農業集落排水特環編入事業 （特会）  1億 3,000万円（5,730万円）
　　◎斑尾簡水整備事業  （特会）   3,462万円（2,312万円）

▼道路・公園整備 3億6,000万円（2億9,300万円）
　　◎市道舗装修繕事業    　  8,000万円（7,000万円）
　　　交付金道路新設・改良事業     5,000万円（6,600万円）
　　◎市道改良事業      5,725万円（3,085万円）
　　　橋りょう整備事業        6,733万円（4,818万円）
　　　協働のみちづくり事業       1,800万円（1,800万円）
　　　協働のいじしゅうぜん事業       225万円（   300万円）
　★●新統合小学校周辺道路環境整備事業   2,500万円（ - ）
　★◎飯山城址整備事業    5,391万円（5,218万円）

飯山の四季の美しさを活用したまちづくり

新

新

新

新

新

▼医療体制整備3億 200万円（1億 7,700万円）
　★　地域中核医療機関支援事業   

1 億 4,871万円（1億 4,908万円）
　★　医師招

しょうへい

聘推進事業         　 2,120万円（      2,418万円）
　　　無医地区出張診療所事業      369万円（     　  341万円）
　★●新型コロナウイルス感染症ワクチン接種事業   

1 億 2,853万円（         -         ）
新

（注）端数処理により合計と内訳が一致しない場合があります

▼防災・防犯・安全　
5億 3,600万円（4億 9,500万円）

　　◎住宅耐震対策事業             　728万円（　150万円)
　　　危険空き家対策事業      1,446万円（3,358万円)
　　◎城山雨水排水ポンプ場整備事業 （特会）

   3 億 3,112万円（1億 4,000万円）
　　　公共下水道市街地雨水排水対策事業 （特会） 
                    1 億（2億 500万円）
　　●排水ポンプ購入事業         　   　850万円（      -      ）新

（　） 前年度事業費
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　　 輝く地域づくりを支援
（企画財政課ふるさと応援係 ℡ 67-0722）
●輝く地域づくり支援金
集落（区）、公共的団体等（当該支援金を一度受けた者は除く）
が住民とともに自ら行う地域の活力を生み出す事業を選定し、
予算の範囲内で支援金を交付。
【交付額等】対象経費の 70％以内、限度額 50 万円（重点テー

マに該当する事業は 80％以内、限度額 100 万円）
 　※募集期間：5月 16日（月）まで
【重点テーマ】第 2期飯山市総合戦略の推進に資するもので次のい
 　ずれかに該当する事業

①地域への若者世代の移住・定住の推進
②地域と継続的に関わる多様な関係人口の創出・拡大の推進

　　 地域コミュニティを助成
（庶務課庶務係 ℡ 67-0720）
●コミュニティ助成事業
（一財）自治総合センターが、宝くじ社会貢献広報事業として、地域
コミュニティの健全な発展を図ることを目的に助成金を交付。
① 一般コミュニティ助成事業【100 万円から 250 万円まで】
　 集落施設備品、地域イベント用備品の整備  （祭具、テント、 除雪機など）
② 地域防災組織育成助成事業【30万円から 200 万円まで】
　 地域の防災活動に必要な設備の整備（発電機、投光器、ストーブ、AEDなど）
③コミュニティセンター助成事業【対象事業の3/5（1500万円まで）】
　 地区の公会堂などの建設または大規模修繕（建築基準法上に
　規定のある「大規模修繕」が対象）
※助成金は各事業 10 万円単位（10 万円未満を切り捨て）

集落

集落 集落

集落

集落

集落

集落

集落

集落

集落

集落

集落

集落　　 緑化活動を支援
（まちづくり課まち並整備係 ℡ 67-0738）
●花修景活動地域支援事業
・地域の皆さんによる緑化活動の経費の一部を補助。花苗、用土
  肥料、農薬代にかかった経費の 1/2 以内を補助（上限額 2万円）
●花と緑のふるさとづくり事業（飯山市景観協議会）
・地域で花によるまちづくりを行う団体等へ花の苗（宿根草・一
年草）を 100 株程度配布。※申請期間：5月 13日㈮まで

　　 協働のいじしゅうぜんを支援
（道路河川課維持係 ℡ 67-0737）
●協働のいじしゅうぜん事業
集落（区）と市が協働して、市道や準用河川の草刈り、泥上げ
などの「おてんま」に対しての支援。
・事業に要する燃料や除草剤などの原材料支給
・機械、車両等の使用料（要協議・予算の範囲内）

　　 協働のもりづくりを支援
（農林課耕地林務係 ℡ 67-0729）
●協働のもりづくり事業
集落（区）等で管理する里山や森林の下草刈り等の活動を支援。
交付対象森林１ヘクタールあたり 20 万円。既に交付を受けた
対象森林は、1ヘクタールあたり 10万円以内。

　　 自主防災組織の設立・活動を支援
（危機管理防災課防災消防係 ℡ 67-0721）
●自主防災組織育成強化事業
●自主防災組織等活動支援事業
防災訓練を実施する自主防災組織の設立・活動に対して支援。
【補助率】 　組織化に伴う防災備品等の整備  50％補助（上限額5万円）
 　防災訓練経費および防災備品等の整備  70％補助（上限20万円）

　　 ごみ集積施設整備を支援
（市民環境課生活環境係 ℡ 67-0726）
●ごみ集積施設整備事業
露天ごみステーションに新規でごみ集積施設を設置する場合や、ごみ
ステーション、資源物ステーションの集積施設を更新する場合の助成。
（要協議・予算の範囲内）

　　 協働のむらづくりを支援
（農林課耕地林務係 ℡ 67-0729）
●協働のむらづくり事業
地域住民が協働で行う農業用排水路・農道等の整備に対して支援。
・事業に要する建設資材の原材料支給
・建設重機使用料（原材料・使用料の限度額単年度 50万円以内）

　　 協働のみちづくりを支援
（道路河川課建設係 ℡ 67-0737）
●協働のみちづくり事業
集落（区）と市が協働して、地域に即した特色のある道（市道）づく
りを行う。
・事業に要する建設資材の原材料支給
・建設重機使用料（原材料・使用料の限度額：1事業 100 万円以内）

　　 鳥獣対策を支援
（農林課耕地林務係 ℡ 67-0729）
●鳥獣対策事業
鳥獣による食害等を防止する対策について支援。
【補助率】　有害鳥獣が忌避する（嫌って避ける）効果がある物

品の購入費の 90％以内

　　 消火栓放水器具等の設置を支援
（危機管理防災課防災消防係 ℡ 67-0721）
●消火栓放水器具等設置事業
各集落（区）や自主防災組織が行う、消火栓放水器具等の設置に
対し支援。
【補助率】1カ所につき1/2（上限額 5万円）

　　 住宅屋根の克雪化を支援
（移住定住推進課住宅係 ℡ 67-0740）
●住宅屋根克雪化事業
住宅を融雪式屋根もしくは落雪式屋根に改修、または屋根への
命綱固定アンカーを設置する方に対し補助金を交付。補助対象
等の詳細はお問い合わせください。【申請期限：9月 30日（金）】
【補助対象等】
・融雪式工事 工事費の 1/5 以内（上限額 60万円）
・落雪式工事 工事費の 1/5 以内（上限額 45万円）
・アンカー設置工事 工事費の 1/2 以内（上限額   8 万円）
※対象条件により上限額に変更あり

　　 住宅の耐震化を支援
（移住定住推進課住宅係 ℡ 67-0740）
●住宅耐震対策事業
地震に対する既存木造住宅の安全性等に関する診断士の派遣お
よび耐震改修工事費の一部を補助。補助対象等の詳細はお問い
合わせください。【申請期限：10月 31日（月）】
【補助対象等】　・耐震診断 自己負担なし

・耐震改修　工事費の4/5以内（上限額100万円）

　　 新幹線通勤される方を支援
（移住定住推進課移住定住係 ℡ 67-0740）
●飯山市新幹線通勤補助金
市内に住所を有する方で、北陸新幹線飯山駅を利用して通勤される
方の通勤定期券代金に対し、予算の範囲内において補助金を交付。
【対　　象】北陸新幹線飯山駅を利用して通勤する40歳未満の方
【補助対象】北陸新幹線の通勤定期券代金
【補助額等】月額（定期券代金－会社から支給される通勤手当）
 　× 1/2 上限額 15,000 円　最長 2年間

　　 いいやま住
す

まいる家族支援
（移住定住推進課移住定住係 ℡ 67-0740）
●いいやま住まいる家族支援事業
市内で親等と同居または近居する住宅を新築、増築もしくは改
修または中古住宅を取得する方への支援。
・市内に、三世代等で親等と同居または近居する住宅を新築もし
くは増築または中古住宅を取得する方に、500 万円以上の経
費に対し最高 80万円を補助。（条件により金額が異なる）

・親等と同居する方で、50 万円以上の住宅改修の工事
費に対して 1/4 補助（最高 30万円）

 　　移住された方の住宅取得を支援
（移住定住推進課移住定住係 ℡ 67-0740）
●移住支援住宅建設促進事業
市外から転入し、住宅を建設もしくは購入または既存住宅を改
修する方に補助金を交付。
・住宅建築　最高 150 万円補助（建築場所等により金額が異なる）
・中古住宅購入　最高 80万円補助（年齢等により金額が異なる）
・住宅改修　　　最高 20万円補助（対象要件があり）

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

 　　UIJターンされた方の就業・創業を支援
（移住定住推進課移住定住係 ℡ 67-0740）
●UIJ ターン就業・創業移住支援事業補助金
UIJ ターンで飯山市に移住された方で、就業または創業される
方への支援（別途対象条件あり）。
【補助対象】　単身世帯 60万円、2人以上の世帯 100 万円

 　　新卒者のJR 通勤を支援
（移住定住推進課移住定住係 ℡ 67-0740）
●飯山市新卒者 JR通勤補助金
新規学卒者で、自身が負担する北陸新幹線または JR飯山線の定
期券代金に対し、予算の範囲内において補助金を交付。
【補助対象】北陸新幹線または JR飯山線を利用して通勤している方

で、①市内に住所を有する方（定期券の通用期間で対
象となった月から2年間を限度）②令和3年度卒業者（令
和4年3月卒業者）（ひと月あたり5,000円を限度）

 　　飯山での結婚新生活を支援
（移住定住推進課移住定住係 ℡ 67-0740）
●飯山市結婚新生活支援事業
新規に婚姻した世帯の住居費および引越費用を補助。
【補助額】　 要した経費の全額（上限額30万円）
【対象】　　 ①夫婦双方の結婚日における年齢が 39歳以下であ

ること
　　　　　 ②世帯の所得が 400 万円未満であること
　　　　　 （この他対象要件あり）

　　  　　風景づくり活動を支援
（まちづくり課まち並整備係 ℡ 67-0738）
●まち並修景整備支援事業
住民協定に基づくまちづくり活動、修景工作物整備等を支援。
【補助対象】
住民協定の認定を受けた区域の団体・個人、文化的景観保存
計画に定める区域の団体で国の補助対象にならないもの、風
景づくり市民団体、住民協定の締結に向けた活動をする団体

※補助率・補助限度額についてはお問い合わせください

個人

集落（団体）および個人などへの支援に関する事業の一部を紹介します。
なお記載は概要であり事業によっては他に要件がある場合があります。
詳しくは、各担当課までお問い合わせください。

：個人への支援
：集落（団体）への支援
：企業への支援

集落

企業

個人
令和4年度

支援市の
主な

クローズアップ 令和４年度 施政方針

 　　空き家の活用を支援
（移住定住推進課移住定住係 ℡ 67-0740）
●空き家活用事業
【補助対象】　空き家バンクに登録した住宅の家財道具の処分費等に

対して対象経費の1/2以内（上限額10万円）を補助
●空き家改修事業
【補助対象】　空き家バンクに登録した賃貸住宅の20万円以上の

改修費に対して対象経費の1/2以内（上限額 40万
円）を補助

（このほか別途要件あり）

　　 持続可能な集落活動ができるよう支援
（企画財政課企画調整係 ℡ 67-0722）
●飯山市共同集会施設改修等整備事業
集落（区）が行う共同集会施設の改修等整備に対し補助。
【対象施設】集落（区）が日常使用する集会施設
【補助対象】集会施設の改修、環境整備等
 　（屋根修繕・エアコン整備・トイレ改修など）
【補助額】 　10 世帯以下の集落　 対象経費の 9/10
 　11 ～ 25 世帯の集落  対象経費の 8/10
 　26 ～ 50 世帯の集落  対象経費の 2/3
 　50 世帯以上の集落    対象経費の 1/2
 　（限度額はいずれも 300 万円）
【その他】 　事業期間（令和4～８年度）で交付は１回限り
 　申請方法や締め切りなど詳しくはホームページをご覧
 　いただくかお問い合わせください 

注目

事業期間は
令和４～8年度
の5年間。交付
は各集落１回限
りとなります

注目



　　 小規模水稲農家を支援
（農林課農業振興係 ℡ 67-0729）
●小規模水稲農家緊急支援交付金
新型コロナウイルスの蔓延により米価の急激な下落によって収
入が落ち込む小規模水稲農家を支援。
【支援額】2,000 円 /10a（限度額：目安値）
【対　象】令和 4年主食用水稲作付け面積
【その他】申請には水稲生産実施計画書の提出等条件あり

　　 農業振興を支援
（農林課農業振興係 ℡ 67-0729）
●農業振興支援事業
基幹作物の活性化及び作付面積の維持・拡大を図るため、種苗
代等を支援。（販売農家が対象）
・購入費の 1/3 以内：アスパラ、ブドウ、プラム
・購入費の 1/4 以内：白ネギ、キュウリ、花卉（おみなえし・
 　　　 　　　　・ヒペリカム・芍薬）ズッキーニ（種）
●環境負荷低減農業推進事業
土壌中の微生物によって分解されるフィルムを使用することに
より環境の負荷を抑え、また使用後はロータリーなどで土に鋤
き込むことによって処理できることから回収と廃棄の作業軽減
に繋がる「生分解性マルチ」購入に対する支援。
・1,000 円 / 本以内：生分解性マルチ（200 ｍ巻）

　　 玄関等融雪マット購入費を助成
（保健福祉課社会福祉係 ℡ 67-0727）
●高齢者等玄関先除雪支援事業
玄関先等の除雪・凍結を軽減するため、玄関等融雪
マットの購入に対し、購入費用の一部を助成。
【対象世帯】　高齢者、障がい者世帯等で市で規定する要件に該

当する世帯
【助成額】　　融雪マット購入額の6割を助成（上限額60,000円）

　　 出産特別給付金を交付
（保健福祉課健康増進係 ℡ 67-0727）
●飯山市出産特別給付金
【対　象】　出生した児童を養育する父または母で、対象児童の

出生前に住民基本台帳に記録されており、申請時に
飯山市に在住（住民票がある）していること

【支給額】　対象児童 1人につき 10万円
【申　請】　出生後、申請書の提出が必要
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　　 骨髄を提供された方を支援
（保健福祉課健康増進係 ℡ 67-0727）
●骨髄バンクドナー助成事業
骨髄バンクに登録した人（ドナー）が、骨髄提供を完了した後
に助成金を請求できます。
【助成額等】　提供した人に提供に要した日に対して２万円 /日

（上限 10日）、提供した人が勤務する事業所に提供
に要した日に対して１万円 /日（上限 10日）

　　 （後期高齢）人間ドック費用を補助
（保健福祉課健康増進係 ℡ 67-0727）
●後期高齢者人間ドック検査費用補助金
75 歳以上の後期高齢者医療に加入されている方を対象に、人間
ドック検査費用の補助。
【申請方法】 飯山赤十字病院、JA長野厚生連北信総合病院、みゆ

き会クリニックの医療機関で受診される方は、人間ドッ
ク当日、各病院の窓口に備え付けてある申請書に必要
事項を記入し、病院へ提出。検診結果の写しは病院か
ら市へ届きますので、提出する必要はありません。上
記以外の医療機関で受診した場合は、検査費用を全額
支払った後、申請書と結果のコピーを市に提出いただ
くと、市から後日補助金が振り込まれます

【対象者】 後期高齢者医療保険加入者で、市の健康診査を受けな
い、または予定のない方、病院から健診結果を市に提
出することに同意できる方

【補助金額】 日帰り 20,000 円、1泊 2日 25,000 円
【必要な物】 後期高齢者医療被保険者証、印鑑

　　 （国保）人間ドック費用を助成
（市民環境課国保年金係 ℡ 67-0726）
●人間ドック費用助成事業
国保加入者が人間ドックを受診する時の経費に対し助成。
【対象者】　35歳以上 75歳未満
【助成額】　日帰り 20,000 円 、  1 泊 2日  25,000 円
 5 歳毎の節目年齢該当者 3 万円

　　 妊産婦医療費を助成
（保健福祉課障がい福祉係 ℡ 67-0727）
●妊産婦医療費助成制度
妊産婦の病気の早期発見・治療の促進と経済的負担を軽減し、
子どもを産み育てる環境づくりを促進。
【対象者】　　　飯山市に在住の（住民票がある）妊産婦の方
【助成の対象】  妊産婦の方が病気やけがで受診した医療費のうち、

入通院（産婦人科受診以外も対象）や医師の処方
箋による薬剤の費用などについて、「保険診療分の
自己負担額」を助成。なお、１カ月１レセプト（診
療報酬明細書）ごとに500円を超えた場合に給付

　　 子どものインフルエンザ予防接種を助成
（保健福祉課健康増進係 ℡ 67-0727）
●子どもインフルエンザ予防接種助成事業
インフルエンザ予防接種にかかる費用を助成。
【補助金額】　2,000 円 / 回
【補助回数】　1～ 12歳 2 回、13～ 15歳 1 回　　 高齢者・障がい者等への除雪支援

（保健福祉課社会福祉係 ℡ 67-0727）
●高齢者等玄関先除雪支援事業
道路から玄関先までの除雪を「玄関先除雪作業員」の協力を得
て行う。１回１時間以内 1,000 円（１時間を超える場合は 3,000
円）または１回１時間以内 500 円（１時間を超える場合は 1,000
円）を市が助成。
【対象世帯】　高齢者、障がい者世帯等で市で規定する要件に該

当する世帯。ただし、同一区内に直系の親族がい
る場合は対象外

●住宅除雪支援事業
住家の雪下ろしや除排雪を「住宅除雪支援員」の協力を得て行う。
作業単価１時間 2,118 円のうち 1,818 円を市が助成。
【対象世帯】　高齢者、障がい者世帯等のうち「自己の労力・資力」「無

償労力」「子ども等からの仕送り」等の支援がなく雪下
ろしが困難な世帯であって、住民税所得割非課税世帯。
ただし、長野市以北に親族がいる場合は対象外

　　 ピロリ菌検査費への補助
（保健福祉課健康増進係 ℡ 67-0727）
●ピロリ菌検査費助成
30 歳以上を対象に市内の指定医療機関で実施するピロリ菌検査
を補助。補助限度額：1,500 円

　　 妊婦が安心安全に出産できるよう支援
（保健福祉課健康増進係 ℡ 67-0727）
●飯山市マタニティタクシー利用料金助成事業
妊娠期の母体への負担を軽減し、妊婦が安心安全に出産病院ま
で行くことができるようマタニティタクシー利用券を交付。
【対象者】　  妊婦の方で、出産病院までの交通手段がなく、出産

のため病院へ移動する際にタクシーを利用せざるを
得ない方

【利用方法】事前に申請していただき、利用券を交付

マタニティタクシー利用券

　　 重度の障がいをお持ちの方等を支援
（タクシー券給付）（保健福祉課障がい福祉係 ℡ 67-0727）

●障害者・寝たきり老人等 タクシー乗車券給付事業
重度の障がい者、要介護度２以上の高齢者（市・県民税非課税
世帯）を対象とし、１枚 500 円の乗車券を対象者の居住地区に
応じて交付。（2～ 4枚 /月）

　　 妊娠・出産を希望される方を支援
（保健福祉課健康増進係 ℡ 67-0727）
●こうのとり支援事業
妊娠・出産を希望される方が、不妊治療または不育症治療を受
けたご夫婦の経済的負担を軽減するため、治療費の一部を助成。
【対象者】　夫婦の双方またはいずれかが、飯山市に１年以上住

所を有すること、医療保険に加入していることなど
【その他】　支給額、申請方法等詳しくはお問い合わせください

 　　奨学金を返還している方を支援
（移住定住推進課移住定住係 ℡ 67-0740）
●飯山市奨学生就職応援金事業
奨学金の貸与を受けた方が市内に居住し、就労しながら返還し
ている場合に、予算の範囲内において補助金を交付。
【補助額等】　1年間に返還した奨学金に対して 1/2 補助
 　  （上限額１年あたり 5万円、最長 5年間）
【対　象】　　平成 28年 3月以降に卒業した方で
　　　　　　①奨学金の貸与を受け、返還を滞納していないこと
　　　　　　②5年間市内に居住すると誓約できること　等
【申請期間】　10月 1日～翌年 3月 31日まで 　　 新規に就農される方を支援

（農林課農業振興係 ℡ 67-0729）
【国・県制度】　・経営開始資金

認定新規就農者に対し、経営が安定するまで
の最長 3年間、月額 12.5 万円を助成

 　　   ・経営発展支援事業
認定新規就農者が経営発展のために、機械・施
設等を導入する場合の経費の一部を支援
（令和4年度より大幅に事業が見直される予定）

【市制度】Ⅰ 新規就農した個人に対し農業を営むために必要な
経費の 3/4 以内で最長３年間交付

　　　 　    ①個人就農支援交付金（年間 120 万円、50歳未満）
　　　 　    ②定年帰農支援交付金  （年間　50万円、50～65歳）
　　　  　   ③親元就農支援交付金（年間 120 万円、50歳未満）
 Ⅱ 法人等に対し、従業員の研修支援や雇用定着支援と

して、最長２年間、年間 50万円以内で交付　等
 Ⅲ 市内の農業研修センターで２年間の研修。研修期間

中、営農生活支援資金を支給（月額 13万円）

　　 農業の省力化を支援
（農林課農業振興係 ℡ 67-0729）
●農業省力化支援事業
農産物の生産性および品質の向上を促進するための支援。希望
される方は、６月末までに農林課までご連絡ください。
・畦畔管理省力化事業（対象経費の 1/2 以内、上限額３万円）
・園芸用ハウス設置支援（１ｱｰﾙ２万円、上限額６万円）
・菌茸機械電気設備類更新（対象経費の 1/4 以内、上限額 25万円）
・菌茸新冷媒空調施設類更新（　　　　　同　上　　　　　　）

　　 遊休荒廃農地を再利用する方を支援
（農林課農業振興係 ℡ 67-0729）
●遊休荒廃農地対策支援事業
遊休荒廃農地の再生利用を促進するための支援。
・遊休荒廃農地対策事業（上限額 10 ｱｰﾙ /12 万円）
　（令和 4年度より事業内容に見直しあり）

　　 農作物への残雪対策を支援
（申請問い合わせ：JAながのアグリサポートみゆき ℡ 62-1779）
（制度問い合わせ：農林課農業振興係 ℡ 67-0729）
●農作物残雪対策事業
残雪による農作物への影響を考慮し、消雪にかかる費用の一部
を支援。
【対　象】 　  ＪＡ、農業者団体等
【補助額等】　消雪剤購入費用の 1/3 以内
      重機使用等の費用の 1/2 以内

集落（団体）および個人などへの支援に関する事業の一部を紹介します。
なお記載は概要であり事業によっては他に要件がある場合があります。
詳しくは、各担当課までお問い合わせください。

令和4年度

支援市の
主な

クローズアップ 令和４年度 施政方針
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個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人
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個人

個人

個人

：個人への支援
：集落（団体）への支援
：企業への支援
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個人
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新型コロナワクチン接種に関するお知らせ
保健福祉課 健康増進係　 ℡ 67-0727（直通）

小児接種（5～11歳）について
　5歳から11歳までの小児ワクチン接種について、基礎疾患
をお持ちの方の優先接種を 4月 9日から行っています。優先
接種を希望されない方、基礎疾患の無い方の接種券は随時発送
しております。なお、接種については厚生労働省ホームページ
などをご覧いただき、感染症予防の効果と副反応のリスクの双
方についてご理解いただいた上で、保護者の方の意思に基づい
て接種のご判断をしていただきますようお願いします。
■小児用ワクチンについて
5～ 11歳で接種するワクチンは、ファイザー社
製の小児専用のものです。12歳以上で使用する
ワクチンとは別製剤で、小児専用として濃度が調
整されています。5～11歳で接種する有効成分
の量は12歳以上で接種する量の３分の１になり
ます。接種回数は12歳以上と同様、標準的には３週間の間
隔で２回接種します。

■副反応について
12 歳以上の方と同様、接種部位の痛みや倦怠感、頭痛、発
熱等、さまざまな症状が臨床試験で確認されています。接種
後の発熱の対応については、成人の場合と同様です。日本小
児科学会より発熱の程度に応じて解熱鎮痛薬を使用できるこ
とが示されています。日本小児科学会はホームページで、子
どもが安全に使用できる解熱薬として、アセトアミノフェン
があげられています。ご不安な場合は、長野県の相談窓口 
℡ 026-235-7380やかかりつけ医にご相談ください。

追加接種について
　現在18歳以上の方で 2回目の接種か
ら６カ月以上経過している方の追加接種
（3回目接種）を行っています。4月から
接種会場が飯山市屋内運動場となり、接
種を受けるには予約が必要です。予約方
法は以下のとおりです。詳しくは、接種
券に同封の案内をご覧ください。
　12 歳から 17 歳までの方は、3月 25
日に追加接種の対象者として承認されま
したので、順次接種券を送付します。
■日時の予約・変更等の方法
　○コールセンター
　　℡ 0120-905-162
　○インターネット
　　市ホームページ
　　「ワクチン接種情報」

QRコードで
ホームページ
をチェック！

QRコードで
ホームページ
をチェック！

お知らせ Pickup ⤴

スポーツジム 会員募集
飯山市南町17-1
【TEL】  070-2820-3313
【平日】14:00-21:00
【土日】13:00-18:00（休館：水曜・祝日）

・健康な身体で仕事を続けたい
・健康で充実した毎日を過ごしたい
・買い物ついでにちょいトレ歓迎
・健康診断の結果が気になる

Fitness room  Ken Katsu Biyori

市民環境課 国保年金係　 ℡ 67-0726（直通）

新型コロナウイルス感染症に関連する
傷病手当金の給付期間が6月30日まで 延長となりました

　飯山市国民健康保険、後期高齢者医療に加入されている方
で、新型コロナウイルス感染症に感染または感染の疑いによ
り、仕事をすることができなかった方へ給付する傷病手当金
の給付期間が、令和４年６月 30日まで延長となりました。
　給付には要件があります。給付対象、支給額等詳しくは、
お問い合わせください。

■適用期間
令和２年１月１日から令和４年6月30日
の間で、療養のために労務に服すること
ができない期間（ただし、入院が継続さ
れる場合等は、最長１年６カ月まで）

３回目接種

　　 　　  新商品の開発を支援
（商工観光課商工係 ℡ 67-0731）
●新商品開発支援事業
市内の飲食店や小売店等が行う地域資源を生かした新メニューや土産
品などの商品開発および新商品のPR経費に対し補助。
【対　象】　設備・備品購入、試作品の原材料費、パッケージデザ

イン料、広告宣伝費等
【補助額】　1/2（上限 10万円）

対象経費のうち広告宣伝費は補助対象経費全体の1/2を上限

　　 除雪オペレーター養成を支援
（道路河川課維持係 ℡ 67-0737）
●飯山市除雪オペレーター雇用支援事業
市道除雪業務に携わる人材の雇用・育成を図るため、除雪オペ
レーターの養成を実施する事業者に補助金を交付。
【補助額】　 大型特殊自動車免許取得費用および車両系建設機械技

能講習修了経費の1/2補助（上限額10万円）
【補助対象】市道除雪業務委託を受注している事業者もしくは、

協力会社である事業者等（他要件あり）

　　 　　  宿泊施設の改修を支援
（商工観光課観光係 ℡ 67-0731）
●宿泊施設環境整備事業
市内で宿泊施設を営業している方に対し、市内施工業者に発注して実
施する宿泊施設の部屋の洋式化、施設外観等の改修工事費を補助。
・補助率：1/2（上限額250万円）

　　 　　  起業する方を支援
（商工観光課商工係 ℡ 67-0731）
●起業支援事業
新たに市内で起業する個人 ･法人に対し、建物の購入費、改修費、
建物付帯設備導入費等を補助。
・市内の法人、個人　補助率：1/2 以内（上限額 100 万円）
・市外の法人、個人　補助率：1/3 以内（上限額 100 万円）
※飯山駅周辺地区で小売業等を行う場合は上限額 200 万円

　　 　　  店舗改修を支援
（商工観光課商工係 ℡ 67-0731）
●店舗改修補助事業
市内で小売業または飲食業等を営んでいる方に対し、市内施工
業者に発注して実施する魅力アップのための店舗改修工事経費
等を補助。
・店舗改修　補助率 1/2（上限額 50万円）
・おむつ交換用ベビーシートの
  設置工事　補助率：10/10（上限額 30万円）

　　 　　 塀の撤去を支援
（まちづくり課まち並整備係 ℡ 67-0738）
ブロック塀等撤去安全対策事業
災害等により、通行者などに危険をおよぼす恐れのあるブロッ
ク塀等の撤去に際し、所有者に対して、経費の 1/2 以内を補助（上
限額 10万円）。

　　 生ごみ処理器の購入費を補助
（市民環境課生活環境係 ℡ 67-0726）
●生ごみ処理器購入費補助金
一般家庭、店舗、事業所等の生ごみ処理器購入費用の一部を補助。
【補助対象機種・補助額】
　① 5千円以上の生ごみ堆肥化容器（コンポスト容器等）
　　⇒購入額の 1/2 以内（上限額 5千円）
　② 1万円以上の電動生ごみ処理機
　　⇒購入額の 1/2 以内（上限額 2万円）

　　 自動録音付き電話などへの補助
（市民環境課生活環境係 ℡ 67-0726）
●飯山市特殊詐欺等被害防止対策機器購入費補助金
特殊詐欺等への対策機能を有する電話機等の購入に対しての補助。
【補助額】　対象機器購入費の1/2（上限額5,000円）

特殊詐欺対策

集落（団体）および個人などへの支援に関する事業の一部を紹介します。
なお記載は概要であり事業によっては他に要件がある場合があります。
詳しくは、各担当課までお問い合わせください。

令和4年度

支援市の
主な

クローズアップ 令和４年度 施政方針

企業

企業

企業

企業

企業

企業

個人

個人

個人

個人

個人

個人

個人

：個人への支援
：集落（団体）への支援
：企業への支援

集落

企業

個人
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移住定住推進課 住宅係　 ℡ 67-0740（直通） 市民環境課 国保年金係℡ 67-0726（直通）または長野県後期高齢者医療広域連合℡026-229-5320（代表）

若者住宅と定住促進住宅の入居者を募集します
後期高齢者医療制度のお知らせ

令和４年度と５年度の保険料率が決まりました

野坂田住宅（定住促進住宅）木島若者住宅

■募集戸数　　１戸
■構造等　      木造２階建て（１棟３戸）
■間取り　      2LDK（居室2＋リビング＋ダイニングキッチン）
■家賃　　      30,000円 /月
■入居保証金　 60,000円
■募集対象世帯（次のいずれかに該当する方）
・どちらかが40歳以下の夫婦（子がいる場合は子も含む）
・同居者に20歳未満の子がいる母子または父子世帯
・市外から転入する2人以上の親族による世帯
■入居資格　
・将来にわたり飯山市に住む方
・市税等を滞納していない方
・暴力団員でない方
・市が定める要件を満たす連帯保証人を設定できる方

　など

■募集戸数　　１戸
■構造等　　　木造２階建て（１棟２戸）
■間取り　　　2LDK（居室2＋リビング＋ダイニングキッチン）
■家賃　　　　35,000円 /月
■入居保証金   70,000円
■入居期間      最長5年 (当初3年、更新後2年 )
■入居資格　
・夫婦（または3カ月以内に婚姻予定の方）とその親族
・世帯全員が40歳以下 
・世帯総収入年額が800万円以下
・将来にわたり飯山市に住む方
・市税等を滞納していない方
・暴力団員でない方
・市が定める要件を満たす連帯保証人を設定できる方

など

５月 27日（金）
申込書および添付書類の提出（提出先：市役所２階移住定住推進課住宅係《郵送不可》）
4月 20日（水）から 5月 12日（木）まで（土､ 日､ 祝日を除く）
午前 8時 30分から午後 5時 15分まで
申込件数が募集戸数を超えた場合は抽選とします
≪抽選日時≫ 5月 20日（金）午前 10時から　【飯山市役所 4階　第 1委員会室】

■入居可能日
■申込方法
■申込期間

■選考方法

木島小学校

木島

野坂田住宅

N

 

岳北消防本部

中央市場 様

飯山市役所

職業訓練学校

木島工業団地入口

木島若者住宅飯山城址

川
曲
千

中央橋

N

以 下 共 通 事 項　

　後期高齢者医療制度の保険料率は、今後見込まれる医療費などを推計し、２年ごとに改定されます。令
和４・５年度の保険料率は、長野県後期高齢者医療広域連合議会２月定例会の議決を受け、次のとおりと
なりました。なお、均等割額、所得割額の率は据置きとなります。
　保険料額は６月下旬に決定し、「令和４年度後期高齢者医療保険料額決定通知書」は 7月以降にお届けし
ます。

お知らせ Pickup ⤴

■保険料の算出方法
　保険料は、加入者全員が負担する「均等割」と、前年の所得に応じて負担する「所得割」の合計額です。
そのため、保険料額は、収入金額や世帯構成により異なります。

※ 1 市県民税の基礎控除額。平成 30 年度税制改正に
より、令和３年度から 43万円になりました。ただ
し、合計所得金額が 2,400 万円を超える方は、そ
の合計所得金額に応じて控除額が変わります。

※ 2 給与所得者等の数とは、世帯内の被保険者と世帯主のう
ち、55万円を超える給与収入を有する方の数と公的年金
等の収入が 125 万円（その方が 65歳未満の場合は 60万
円）を超える方の数（給与所得を有する方を除く）の合
計です。

均等割額
40,907円（据置き）

所得割額
賦課のもととなる所得金額×8.43％（据置き）

年間保険料額
限度額66万円（令和3年度64万円）

広
告
コ
ー
ナ
ー

6

＞

＞

＞

世帯内の被保
険者と世帯主
の前年の総所
得金額等を合
計した額

世帯の
被保険者数

給与
所得者等の数43万円 ＋（28.5万円×　　　　　 ）＋10万円 ×（　　　　　   －１）

世帯の
被保険者数43万円 ＋（ 52万円  ×　　　　　  ） ＋10万円 ×（  　　　　　 －１）

給与
所得者等の数

43万円 ＋10万円 ×（　　　　　　 －１）
給与
所得者等の数

（※1）

（※1）

（※1）

（※2）

（※2）

（※2）

　  ７割軽減
（12,272円/年）

　 ５割軽減
（20,453円/年）

　 ２割軽減
（32,725円/年）

それぞれの区分の要件（計算方法）

均等割額の軽減
（低所得者の方）

軽減割合
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小
林
千
佳
選
手
が
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
報
告

　
２
月
４
日
か
ら
中
国
北
京
で

開
催
さ
れ
た
第
24
回
北
京
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
日
本
代
表

と
し
て
出
場
し
た
小
林
千
佳
選

手
（
飯
山
地
区
上
倉
・
長
野
日

野
自
動
車
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
所
属
）

の
出
場
報
告
会
と
小
林
選
手
へ

の
激
励
金
贈
呈
式
が
3
月
22
日

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
小
林
千
佳
選
手
を
応

援
す
る
会
の
髙
橋
信
夫
（
飯
山

市
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）
会
長
か
ら

小
林
選
手
に
寄
せ
ら
れ
た
激
励

金
が
、
同
会
の
発
起
人
で
あ
る

津
久
井
良
治
さ
ん
か
ら
は
、
花

契約書を手にする藤巻代表取締役（左）と足立市長（右）

賃貸借契約の概要
■契約方法　　借地借家法第23条第2項に基づく

事業用定期借地権設定契約
■賃貸借目的　ホテル等の整備および運営
■貸付期間　　20年（令和4年4月1日から）
■貸付に係る優遇措置
条例の適用により賃料の免除（契約後10年間）お
よび建物、償却資産に係る固定資産税および都市
計画税の免除（課税初年度から10年間）　

北京オリンピックでの小林選手の結果
2月   ５日 15㌔スキーアスロン
2月10日 10㌔クラシカル 　
2月12日 リレー  
２月20日 30㌔フリー 

スキーアスロンとは
コースの前半と後半で、走法が変わるもので、選手は、コースの
中間地点に設けられたピットボックスで、スキーをクラシカル用
からフリー用に交換します。

【50位】
【54位】
【11位】
【55位】

飯
山
駅
前
市
有
地
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結

　

3
月
22
日
に
、
飯
山
市
役
所

で
飯
山
ホ
テ
ル
株
式
会
社
（
代

表
取
締
役 

藤
巻 

篤
）
と
駅
前

市
有
地
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

締
結
に
際
し
、
藤
巻
代
表

取
締
役
は
「
原
材
料
の
値
上

げ
や
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
あ

る
が
、
ホ
テ
ル
建
設
は
、
令
和

６
年
春
の
完
成
を
目
指
し
て
い

る
。
地
域
か
ら
の
期
待
の
声
も

大
き
い
。
長
期
に
渡
り
地
域
に

貢
献
で
き
る
よ
う
力
を
尽
く
し

た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。　

 

　

ま
た
、
足
立
市
長
は
、
北
陸

新
幹
線
飯
山
駅
と
周
辺
の
観
光

地
を
結
ぶ
基
地
と
し
て
発
展
す

る
こ
と
を
期
待
す
る
と
し
、
行

足立市長の前で答申内容を読み上げる小林会長

左から小林会長、足立市長、池田澄子会長職務代理

同会発起人の津久井良治さんから花束を受け取る小林選手

激励金と花束を手にする小林選手（前列中央）

第
３
次
飯
山
市
環
境
基
本
計
画

飯
山
市
環
境
審
議
会
か
ら
足
立
市
長
へ
答
申

　

3
月
17
日
、
第
3
次
飯
山

市
環
境
基
本
計
画
に
か
か
る
答

申
書
が
、
飯
山
市
環
境
基
本
計

画
（
案
）
と
と
も
に
、
飯
山
市

環
境
審
議
会
小
林
芳
裕
会
長

か
ら
足
立
市
長
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
第
2
次
飯
山
市
環

境
基
本
計
画
の
計
画
期
間
が
令

和
３
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か

ら
飯
山
市
環
境
基
本
条
例
に
基

づ
き
、
昨
年
7
月
に
足
立
市
長

が
飯
山
市
環
境
審
議
会
に
新
し

い
計
画
に
つ
い
て
諮
問
し
て
い

た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
６
回
の

会
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
昨
年
11
月
に
は
、
地
域
の

若
者
の
多
様
な
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
、
高
校
生
専
門
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
3
次
飯
山
市
環
境
基
本

計
画
（
案
）
の
計
画
期
間
は
、

令
和
４
年
度
か
ら
10
カ
年
で
、

内
容
に
は
、「
望
ま
し
い
環
境

像
」
に
「
豊
か
な
自
然
と
共

生
し
、
快
適
な
生
活
環
境
と

か
け
が
え
の
な
い
地
球
環
境
を

守
り
、
未
来
へ
受
け
継
ぐ
ま
ち 

飯
山
」
を
掲
げ
、重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向

け
て
」
と
し
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

左から福島棚田振興協議会宮川正一副会長、大平会長、
黒岩正美副会長

福
島
棚
田
振
興
協
議
会
が
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」 

に
認
定

　
３
月
25
日
、
つ
な
ぐ
棚
田
遺

産
認
定
式
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
リ
モ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
、

福
島
棚
田
振
興
協
議
会
が
、「
つ

な
ぐ
棚
田
遺
産
〜
ふ
る
さ
と
の

誇
り
を
未
来
へ
〜
」 

に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
福
島
棚
田
で
は
、
同
協
議
会

が
積
極
的
な
維
持
・
保
全
お
よ

び
地
域
の
振
興
に
関
す
る
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ

の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
優

れ
た
棚
田
と
し
て
農
林
水
産
省

か
ら
認
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
同
協
議
会
で
は
、
昨
年
８
月

と
10
月
に
福
島
水
車
小
屋
周
辺

の
棚
田
の
畔
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ラ
ン
タ
ン
に
よ
る
ホ
タ
ル
火
を

設
置
す
る
な
ど
棚
田
を
核
と
し

た
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

　
同
協
議
会
の
大
平
由
彦
会
長

は
、「
今
ま
で
の
取
り
組
み
が
認

め
ら
れ
た
。
福
島
だ
け
で
な
く

周
辺
地
域
の
協
力
が
あ
っ
た
か

ら
で
き
た
こ
と
」
と
感
謝
の
気

持
ち
を
語
り
ま
し
た
。

足立市長と懇談する松岡さん

飯
山
市
地
域
活
性
化
起
業
人
に
新
た
に
松
岡
重し
げ
の
り徳

さ
ん
着
任

　

地
域
活
性
化
起
業
人
の
鈴

木
康
司
さ
ん
（
近
畿
日
本
ツ
ー

リ
ス
ト
株
式
会
社
・
東
京
都
新

宿
区
）
が
３
月
末
を
も
っ
て
退

任
さ
れ
、
新
し
く
松
岡
重
徳
さ

ん
（
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
株

式
会
社
・
同
右
）
が
、
４
月
１

日
に
着
任
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
地
域
活
性
化
起
業
人

制
度
（
企
業
人
材
派
遣
制
度
）」

は
、
総
務
省
が
推
進
す
る
も
の

で
、
地
方
公
共
団
体
が
、
３
大

都
市
圏
に
あ
る
民
間
企
業
等
の

社
員
を
一
定
期
間
受
け
入
れ
、

そ
の
専
門
的
な
知
識
や
手
法
を

生
か
し
て
、
地
域
独
自
の
魅
力

や
価
値
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
な
業
務
に
従
事
し
て
も
ら
う

も
の
で
、
飯
山
市
で
は
松
岡
さ

ん
で
３
人
目
と
な
り
ま
す
。

　
松
岡
さ
ん
は
、
広
域
観
光
推

進
室
に
勤
務
し
、
豊
富
な
経
験

と
専
門
的
知
識
を
生
か
し
、
飯

山
市
を
含
む
９
市
町
村
か
ら
な

る
信
越
自
然
郷
エ
リ
ア
の
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
自
転
車
を

活
用
し
た
観
光
）
の
企
画
・
販

売
体
制
整
備
な
ど
を
中
心
と
す

る
業
務
に
あ
た
り
ま
す
。

飯山のニュース

JR
飯
山
駅

飯山赤十字病院

飯山
警察署

立体立体
駐車場

新町団地

飯山駅前市有地
2,677㎡

政
と
民
間
が
連
携
し
、
将
来
の

た
め
の
経
済
振
興
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
持
ち
味
を
生
か
し
な

が
ら
地
域
振
興
を
図
る
こ
と
が

必
要
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

束
が
そ
れ
ぞ
れ
小
林
選
手
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
に
あ
た

り
、「
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
応

援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
る
」
と
小
林
選
手
。「
悔

し
い
結
果
と
な
っ
た
。
つ
ら
い

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
出
身
校
な

ど
か
ら
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
励
み
に
な
っ
た
。
全
国
的

に
見
て
も
、
飯
山
は
ス
キ
ー
を

す
る
の
に
恵
ま
れ
た
環
境
。
こ

れ
か
ら
も
世
界
を
目
指
し
、

ト
ッ
プ
で
戦
え
る
選
手
を
目
指

し
、
頑
張
り
た
い
」
と
目
を
輝

か
せ
ま
し
た
。

　
小
林
千
佳
選
手
を
応
援
す
る

会
の
髙
橋
会
長
は
、「
出
場
決

定
か
ら
出
場
ま
で
約
2
週
間
と

短
い
間
だ
っ
た
が
２
２
０
万
円

を
超
え
る
激
励
金
が
寄
せ
ら
れ

た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
に
感
謝
し
た
い
。
今
後
も
小

林
選
手
へ
の
応
援
を
お
願
い
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

飯
山
市
出
身
者
が
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
し
た
の
は
、
小
林

さ
ん
で
５
人
目
で
、
女
性
と
し

て
は
飯
山
市
初
の
出
場
と
な
り

ま
す
。
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Informationお知らせ

■賃金 ■機械作業料金（税込料金）

■その他

※機械作業料金は税込み料金です。最低賃金の改定により、労賃単価
が長野県最低賃金 ( 時間額 ) を下回ることとなった場合は、改定
の日から長野県最低賃金 (時間額 )となります。

令和4年度 農作業標準労賃   飯山市農業委員会　℡ 67-0729（直通）

作業名 単位 単価（円）
田（一般） 1 時間 877 
畑 1 時間 877 
果樹 1 時間 （剪定）1,300 （一般） 　877
菌茸 1 時間 877 
その他 1 時間 877 

作業名 単位 単価（円）
バインダー 1条刈り

（賃貸料）
1 時間 1,200 

乾燥・調整・包装 60kg 2,190 
乾燥 60kg 1,250 

調整・包装 60kg 1,030

作業名・機種 単位 単価（円） 備考

耕
起
ロータリープラウ
（15cm耕） 10a

（田）7,230 条件により割増可
２度掛け 11,290 円（畑）8,040 

砕
土

ドライブハロー
ディスクハロー 10a 7,230 条件により割増可

代かき（2回掛け） 10a 8,820 条件により割増可
田植え 10a 8,780 植付けのみ

収
穫

自脱型コンバイン 10a 22,240 条件により割増可
バインダー（ヒモ含む） 10a 10,500 条件により割増可
ハーベスター 1 時間 5,470 条件により増減可

他 トレンチャー 1 時間 2,720 条件により増減可

■場所　　　 飯山城址公園ほか
■募集人数　 各 15名
■参加料　 2,000円～3,000円程度
■教室内容【時間：午後１時 30分～】（全８回）　
　①ハンギングバスケット教室   5 月 20日（金）市園芸指導員
　②三日月型ハンギング教室    6 月  3 日（金）市園芸指導員
　③山野草寄せ植え教室    6 月 24日（金）笹岡ようこ氏（やましち山野草店）
　④コケリウム教室    7 月 15日（金）山本浩二氏（Iiyama Garden Project）
　⑤ビオトープ寄せ植え教室    8 月　5日（金）児玉せつ子氏（アクティスGREEN）
　⑥ハンギングバスケット教室 9月  9 日（金）市園芸指導員
　⑦秋の寄せ植え教室    9 月 27日（火）中澤諭氏（サンフラワー）
　⑧リース型ハンギング教室   10月 28日（金）市園芸指導員
■その他　 応募方法等など詳しくはお問い合わせください

「ガーデニング deむつみあい」～園芸まちづくり教室のご案内～
  まちづくり課 まち並整備係　℡ 67-0738（直通） 飯山市景観協議会と飯山市の共

催で、本年度も、市民を対象に
した講習会を計画しました。ご
自身の趣味の向上、仲間づくり
にご活用ください。

 

保
健
福
祉
課 

社
会
福
祉
係

 

６
７-

０
７
２
７
（
直
通
）

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す

る
臨
時
特
別
給
付
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？　

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対

し
て
支
給
す
る
臨
時
特
別
給
付

金
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
家
計
急
変
世
帯
に
該

当
す
る
方
は
窓
口
で
申
請
書
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
支
給
金
額

　
１
世
帯
あ
た
り
10
万
円

■
対
象
者

　
①
非
課
税
世
帯

基
準
日
（
令
和
３
年
12
月
10

日
）
に
お
い
て
世
帯
全
員
の

令
和
３
年
度
分
の
住
民
税

が
非
課
税
で
あ
る
世
帯（
世

帯
全
員
が
課
税
者
の
税
金

上
の
扶
養
を
受
け
て
い
る

場
合
は
対
象
外
）

　
②
家
計
急
変
世
帯

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
家
計

が
急
変
し
、
非
課
税
世
帯

と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
世
帯
（
令
和
３

年
１
月
以
降
の
任
意
の
１
カ

月
の
収
入
が
非
課
税
相
当
の

水
準
に
下
が
っ
た
世
帯
）

■
申
請
等

　
①
非
課
税
世
帯

２
月
下
旬
に
該
当
と
思
わ

れ
る
世
帯
へ
確
認
書
等
の

書
類
を
送
付
済
み
で
す
。

確
認
書
の
内
容
を
ご
確
認

の
上
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
対
象
と
思
わ
れ
る
方

で
通
知
が
届
い
て
い
な
い
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
申
請
期
限 

５
月
31
日
㈫
】

　
②
家
計
急
変
世
帯

申
請
書
の
提
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
申
請
書
は
社

会
福
祉
係
の
窓
口
で
ご
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
申
請
期
限 

９
月
30
日
㈮
】

第
39
回
い
い
や
ま
菜
の
花
ま
つ
り

規
模
を
縮
小
し
て
実
施

　
第
39
回
い
い
や
ま
菜
の
花
ま
つ

り
は
、
徹
底
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
施
し
、
規

模
を
縮
小
し
開
催
し
ま
す
。な
お
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
状
況
に
よ
り
菜
の
花
公
園
が

閉
鎖
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日

５
月
３
日
㈫
・
祝 

〜 

５
月
５

日
㈭
・
祝
（
菜
の
花
シ
ー
ズ
ン

４
月
下
旬
〜
５
月
上
旬
予
定
）

■
イ
ベ
ン
ト
等

イ
ベ
ン
ト
は
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

の
み
と
し
、「
朧
月
夜
音
楽
祭
」

等
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、「
菜

の
花
商
店
街
（
出
店
）」
等
出

店
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

 
商
工
観
光
課 

観
光
係

 
６
７-

０
７
３
１
（
直
通
）

fl ow
er

メ
モ
リ
ー
ロ
ー
ド
２
０
２
２

参
加
者
募
集

　

今
年
も
、「fl ow

er

メ
モ
リ
ー

ロ
ー
ド
２
０
２
２
」
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
家

族
や
仲
間
で
お
誕
生
や
ご
結
婚
、

記
念
日
な
ど
思
い
出
づ
く
り
と
し

て
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

応
募
方
法
等
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
内
容

○
全
体
植
栽
日
以
降（
６
月
12
日
）

ま
ち
づ
く
り
課 

ま
ち
並
整
備
係

℡ 

６
７ -

０
７
３
８
（
直
通
）

か
ら
撤
収
日
（
８
月
21
日
）
の

間
、
綱
切
橋
付
近
の
植
栽
な

ら
び
に
維
持
管
理

○
５
種
類
（
ジ
ニ
ア
・
サ
ル
ビ
ア
・

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・
ペ
チ
ュ
ニ

ア
・
ケ
イ
ト
ウ
）
の
花
苗
を
10

㍍
の
間
で
自
由
に
植
栽
（
色
・

植
栽
間
隔
指
定
あ
り
）

■
対
象

飯
山
市
内
在
住
の
個
人
、
家

族
、
団
体
な
ど

■
特
典

期
間
中
個
人
等
の
植
栽
プ

レ
ー
ト
を
掲
示
し
、
掲
示
し
た

プ
レ
ー
ト
と
宿
根
草
３
苗
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

■
応
募
締
切

　
５
月
13
日
㈮
（
先
着
30
組
）

■
そ
の
他

・期
間
中
の
傷
害
保
険
（
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
保
険
）
の
加
入
、
期
間
中

の
散
水
は
市
で
行
い
ま
す

・
期
間
中
の
草
取
り
（
通
常
２
週

間
に
１
回
）
な
ど
の
維
持
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
枯

れ
た
場
合
の
補
植
等
は
行
い

ま
せ
ん

花
苗
の
配
付
、
花
壇
づ
く
り
費

用
補
助
の
ご
案
内

　
市
と
市
景
観
協
議
会
で
は
、
公

共
用
地
等
に
花
壇
づ
く
り
を
行

う
グ
ル
ー
プ
を
次
の
と
お
り
支
援

し
ま
す
。（
①
、
②
の
ど
ち
ら
か
）

①
花
と
緑
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

事
業
（
花
苗
の
配
付
）

■
対
象
者

区
有
地
や
沿
道
等
に
花
壇
づ

く
り
を
行
う
団
体
（
区
、
活

性
化
グ
ル
ー
プ
、
有
志
な
ど
）

■
配
付
花
苗

宿
根
草
（
キ
キ
ョ
ウ
・
ル
ド
ベ

キ
ア・
ガ
ウ
ラ・
ガ
イ
ラ
ル
デ
ィ

ア
）
ま
た
は
、
一
年
草
（
バ
ー

ベ
ナ
・
ジ
ニ
ア
・
ア
ゲ
ラ
タ
ム
・

ベ
ゴ
ニ
ア
ビ
ッ
ク
）

■
配
付
数

　
１
団
体
１
０
０
株
程
度

■
配
布
予
定
日

　
５
月
28
日
㈯

②
花
修
景
活
動
地
域
支
援
事
業

（
花
壇
づ
く
り
費
用
の
補
助
）

■
対
象
者

　
①
と
同
じ

■
補
助
額

　
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

　
（
２
万
円
限
度
）
を
予
定

■
対
象
経
費

　
花
苗
、
肥
料
用
土
、
農
薬
代

（
用
具
・
鉢
代
・
人
件
費
・
機

械
代
等
は
対
象
外
）

ま
ち
づ
く
り
課 

ま
ち
並
整
備
係

℡ 

６
７ -

０
７
３
８
（
直
通
）

※
申
込
期
限
は
い
ず
れ
も
５
月
13
日

㈮
で
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は
申
請
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す

■
活
動
内
容

千
曲
川
の
利
用
状
況
や
河
川

環
境
に
関
す
る
意
見
な
ど
、

最
低
月
１
回
報
告

■
任
期

令
和
４
年
７
月
１
日
か
ら
令

和
５
年
６
月
30
日
ま
で

■
報
酬

月
額
４
５
８
０
円
（
予
定
）

■
応
募
締
切

５
月
23
日
㈪

■
応
募
資
格
・
方
法

詳
し
く
は
千
曲
川
河
川
事
務

所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

千
曲
川
河
川
事
務
所

 

０
２
６-

２
２
７-

７
７
６
８QRコードで

ホームページ
をチェック！
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　がん検診に対するこんな思い込みありませんか？

〇元気だし、悪いところもないから自分には必要がない
→がんの多くは、初期には自覚症状がありません。自
覚症状が現れた時にはかなり深刻な事態になって
いる可能性もあります。
〇忙しくて受けに行く時間がない
→がん検診に必要な時間は半日程度です。しかし、病
気が進行してから発見されると治療のために長期
間の入院や定期的な通院に自身の時間を使い、さ
らに多大な治療費が必要になることもあります。

が ん 検 診 を 受 け よ う

〇通院中なので受けなくてもいいのでは？
→通院中でも、かかりつけ医と相談して必要な検査は
確実に受けるようにしましょう。
〇病気が見つかると怖いから受けたくない
→がんは初期のうちに発見し治療を開始することに
よって治るものもあります。

　がんは他人事じゃない！今、日本人の約 2人に 1人
はがんになると言われています。また、がんは禁煙や
食生活の見直し、運動不足の解消などによって、「な
りにくくする（予防する）」ことはできますが、がん
に「ならないようにする」ことはできません。
　一年のうち 1日だけの検診で未来の自分の健康と財
産を守ることができます。がん検診を受けてみません
か。市では、市民の皆様を対象に各種がん検診を実施
しています。詳しくは、令和 4年度　飯山市検診カレ
ンダーをご覧ください。また、申し込みをされていな
い方も受けることができます。

　詳しくは、お問い合わせください。

　保健福祉課　健康増進係　 ☎ 67-0727（直通） ③
　飯山市に住んでから 4カ月が経ちました。今年の冬
は飯山市で「雪の活用」について新しく学びましたの
で、感じたことを今回のコラムで話したいと思います。

　先日、「いいやま雪むろ」の雪入れ作業を見学させ
ていただきました。「雪むろ」は冬の間に降り積もっ
た雪を倉庫に貯めて作る、雪の冷やす力を活用した電
気を使わない自然の冷蔵庫です。中の温度は夏場でも
１～３度、湿度は１００％に保たれます。「再生可能
エネルギー」という言葉を聞くと、太陽光発電や水力
発電を思い浮かべますが、発電をしなくても雪は再生
可能エネルギーとして利用ができますね。

　他にも雪を活用するものとして経済産業大臣に指定
された伝統的工芸品の内山紙があります。和紙の原料
となる楮（こうぞ）の皮は茶色なので、雪にさらしたり、
薬品を使用することで漂白を行います。飯山市は雪さ
らしに適した気候で、薬品の使用量を抑えることがで
きるため、内山紙は丈夫で日焼けをしない、自然な白
さが特徴の和紙です。「ナチュラル」がトレンドの今、
内山紙は自然と伝統を組み合わせた素晴らしい工芸品
です。
　皆さんにも「これはまさに雪の利活用だ！」と思う
ことがありますか？ぜひ教えてください！

雪国から生み出された知恵はすごいです！

QRコードで
インスタグラム
をチェック！

　
日
頃
お
使
い
い
た
だ
い
て
い
る
防
災
無

線
機
は
、
緊
急
時
に
市
役
所
か
ら
の
情
報

を
受
信
し
、
災
害
や
避
難
行
動
等
に
備
え

る
た
め
に
大
変
重
要
な
物
で
す
。
そ
の
た

め
、
日
頃
よ
り
正
常
に
作
動
し
て
い
る
か

確
認
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
春
は
引
っ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
転
入
・
転
出
に
よ
る
防

災
無
線
機
の
貸
与
・
返
却
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
引
っ
越
し
の
際
は
忘
れ
ず
に
必
ず

手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
日
頃
か
ら
点
検
を
お
願
い
し
ま
す

　
通
常
時
、
市
か
ら
お
知
ら
せ
が
あ
る
場

合
は
朝（6:45

）、昼（12:30

）、夜（18:45

）

に
放
送
を
し
て
い
ま
す
。
受
信
状
況
等
を

確
認
い
た
だ
き
、
不
具
合
が
あ
る
場
合
は

危
機
管
理
防
災
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、停
電
時
は
自
動
的
に
乾
電
池
（
単

１
電
池
２
本
）
か
ら
の
電
源
に
切
り
替
わ

り
ま
す
が
、
自
然
放
電
や
液
漏
れ
に
よ

り
防
災
無
線
機
が
使
え
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
１
年
に
１
回
を
目
安

に
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。
液
漏
れ
な
ど

で
ご
自
身
の
責
任
に
よ
り
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
有
償
の
修
理
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
飯
山
市
に
転
入
さ
れ
た
方

　

１
世
帯
に
１
台
、
市
か
ら
無
償
で
貸

与
し
て
い
ま
す
。
危
機
管
理
防
災
課
の
窓

口
に
あ
る
申
請
書
へ
ご
記
入
い
た
だ
き
貸

与
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
１
世
帯
で
複
数
台
ま
た
は
法
人

で
設
置
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
有
償
に
て

お
渡
し
し
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◆
飯
山
市
か
ら
転
出
さ
れ
る
方

　

危
機
管
理
防
災
課
の
窓
口
に
あ
る
申

請
書
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
防
災
無
線

機
お
よ
び
附
属
品
（
電
源
コ
ー
ド
等
）
の

返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。
ご
み
と
し
て
捨

て
ら
れ
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
が
、
必

ず
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
飯
山
市
内
で
転
居
さ
れ
た
方

　

集
落
が
変
わ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、

防
災
無
線
機
の
設
定
変
更
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
防
災
無
線
機
を
危
機
管

理
防
災
課
の
窓
口
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

防 災 無 線 機 の 手 続 き を 忘 れ ず に
 第180回
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・
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・
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Ｅ (イー ) ヤマで活躍している

皆さんを紹介します
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高
山
さ
ん
は
、
現
在
「
菜
の
花
さ

か
せ
る
か
い
」
の
会
計
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
同
会
は
、
飯
山
を
訪
れ
る
お

客
さ
ま
に
「
歓よ

ろ
こん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と

い
う
思
い
で
、
飯
山
市
菜
の
花
公
園
と

そ
の
一
帯
の
耕
作
放
棄
地
を
中
心
に
菜
の

花
な
ど
を
咲
か
せ
、
美
し
い
景
観
を
守
っ

て
い
ま
す
。
同
会
の
活
動
は
、
大
変
な

面
も
あ
る
が
、
農
作
業
は
嫌
い
じ
ゃ
な
い

と
高
山
さ
ん
。
現
在
、
本
業
と
は
別
に
、

小
規
模
な
が
ら
も
個
人
で
農
業
を
営
み
、

最
近
は
農
業
が
楽
し
く
な
っ
て
き
た
と
言

い
ま
す
。

今
年
は
、
一
部
縮
小
し
て
開
催
を
予

定
し
て
い
る
「
い
い
や
ま
菜
の
花

ま
つ
り
」。
そ
の
会
場
と
な
る
飯
山
市
菜

の
花
公
園
は
、
一
年
を
通
じ
て
素
晴
ら
し

い
景
色
が
広
が
る
と
言
い
ま
す
。「
菜
の

花
が
咲
い
て
い
な
い
時
期
で
も
、
千
曲
川

や
雪
が
残
る
斑
尾
山
な
ど
美
し
い
景
観

が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
景
観
を
一
年
を
通

し
て
生
か
せ
な
い
か
メ
ン
バ
ー
で
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
」と
高
山
さ
ん
。

最
近
、
夏
に
は
、
同
公
園
で
ひ
ま
わ
り
も

見
る
こ
と
が
で
き
、
訪
れ
る
方
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。

会
員
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
今
ま

で
の
よ
う
な
体
制
で
作
業
が
で
き

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
言
い
ま
す
。「
基

本
は
菜
の
花
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
、

メ
ン
バ
ー
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
楽

し
み
を
見
つ
け
活
動
し
、
来
る
方
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
思
い
を
語
り
ま

し
た
。

高
山 

文ふ

み

や弥 
さ
ん

瑞
穂
地
区

飯
山
市
菜
の
花
公
園

一
年
通
じ
て
素
晴
ら
し
い
景
色

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い


